










　
霊
鷲
山
宝
珠
院　
四
国
霊
場
第
二
十
番
札

所
「
鶴
林
寺
」
は
、
標
高
約
五
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
山
頂
に
位
置
す
る
難
所
の
一
つ
で
、
県

下
唯
一
の
三
重
の
塔
が
聳
え
て
い
ま
す
。

　

舟
底
舞
台
と
呼
ば
れ
る
転
換
構
造
を
持

つ
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
農
村
舞
台
で
、
定

期
的
に
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
「
勝
浦
座
」
の
公

演
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

鶴林寺

今山農村舞台

み
か
ん
が
香
り

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

元
気
な
ま
ち
！

DATA

総 人 口 5,498 人
面　　積 69.80㎢
人口密度 79 人／㎢
町花＝コスモス
町木＝みかん

勝か
つ 

浦う
ら 

町ち
ょ
う

四
国
霊
場
第
二
十
番
札
所

「
鶴
林
寺
」

「
今
山
農
村
舞
台
」
と

「
勝
浦
座
」

ちょぞっ娘
勝浦貯蔵みかんのイメージキャラクター。

徳島みかんの発祥の地／江戸末期よりみかんの栽培を
行い現在ではハウスみかん→露地みかん→貯蔵みかん
と 1年を通して出荷され、秋には観光みかん園も楽し
めます。

　
剣
山
系
に
源
を
発
し
て
、
町
の
中
央
を
流

れ
る
清
流
勝
浦
川
に
よ
り
育
ま
れ
た
勝
浦
の

里
に
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
町
民
の

愛
着
も
深
い
み
か
ん
の
爽
や
か
な
香
り
が
町

中
に
流
れ
ま
す
。豊
か
な
自
然
と
伝
統
文
化
、

思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
心
が
人
々
に
脈
々

と
受
け
継
が
れ
、
学
び
・
遊
び
・
働
き
・
生

き
る
こ
の
地
を
自
分
た
ち
の
手
で
創
っ
て
い

こ
う
と
い
う
町
民
の
持
つ
気
概
か
ら
、現
在
、

新
た
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
活
気
あ
る
町

へ
と
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

鶴林寺

☎ 0885-42-3020

勝浦町教育委員会

（今山農村舞台）

☎ 0885-42-2515

勝浦町産業交流課

（みかん）

☎ 0885-42-1505
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谷
川
に
沿
い
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
続
く
徳

島
県
内
で
も
有
数
の
桜
並
木
、
通
称
「
生
名

ロ
マ
ン
街
道
」
で
は
、
提
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
よ

り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
夜
桜
も
楽
し
め
、
期
間

中
、
船
下
り
や
様
々
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
「
み
か
ん
の

里
」
は
、四
国
霊
場
二
十
番
札
所
「
鶴
林
寺
」

門
前
町
で
あ
り
伝
統
的
な
庶
民
の
楽
し
み
と

し
て
人
形
浄
瑠
璃
が
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
、
新
し
い
文
化
の
風
が
吹
き
、
数

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
「
ひ
な
の
里
」

と
し
て
、「
さ
く
ら
の
街
」「
蛍
の
渓
」
と
し

て
、
多
く
の
人
が
集
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
町

と
し
て
再
び
活
気
づ
い
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
春
を
告
げ
勝
浦
の
代
名
詞
に
発
展

し
た
「
ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り
」
は
、
三
万
体
を

超
え
る
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
、
人
形
浄
瑠
璃

や
阿
波
踊
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
約

一
ヶ
月
間
人
形
文
化
交
流
館
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

帰
ろ
う
。
人
に
、
自
然
に
、
ふ
る
さ
と
に
。

伝
え
ら
れ
た
山
河
は
、
豊
か
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
。

お問い合わせ
勝浦町役場 企画総務課

☎ 0885-42-2511

HP http://www.town.katsuura.lg.jp

ビ
ッ
グ
ひ
な
祭
り

さ
く
ら
祭
り

［　イベント情報　］

1月
　町芸術祭
2月
　ビッグひな祭り
　（2月中旬～3月下旬）
3月
　勝浦川マラソン大会
4月
　生名ロマン街道
　「さくら祭り」
5月
　今山農村舞台春公演
6月
　与川内「ホタル祭り」
　（5月下旬～6月上旬）
8月
　パラグライダー勝浦大会・
　町内阿波踊り

9月
　坂本七社七鳥居祭り
10月
　秋祭り（9月下旬～10月中旬）
11月
　かつうら元気市
　ファミリースポーツフェス
　ティバル

ビッグひな祭り（2月下旬から 3月下旬）

ホタル祭り（5月下旬から 6月下旬）／勝浦町民体育
館から上流へ約 1.5km の坂本川周辺から与川内沼谷川
周辺にかけて源氏ボタルが乱舞し、幻想的な風景が訪
れた人の心を魅了します。期間中はあめ湯の接待や露
店も出ます。

道の駅「ひなの里かつうら」と「よってね市」／県道 16 号線沿いには「人
形文化交流館」と並んで、地域情報の拠点施設の道の駅「ひなの里かつ
うら」と新鮮な野菜や果物などが購入できる産直市「よってね市」が楽
しめます。

さくら祭り（3月下旬から 4月上旬）

かつうら元気市

NPO 法人　阿波勝浦井戸端塾

（ビッグひな祭り）

☎ 0885-42-4334

生名ロマンの会 戸川氏

（さくら祭り）

☎ 090-8970-6728

与川内ホタル村保存会

（ホタル祭り）

☎ 0885-42-2772

ひなの里かつうら

☎ 0885-44-0112

よってね市

☎ 0885-42-4930
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い
っ
き
ゅ
う
と
彩
の
里
の
「
い
っ
き
ゅ

う
」
と
は
、
町
民
が
一
休
さ
ん
の
よ
う
に
問

題
（Question

）
を
考
え
、
知
恵
を
使
っ
て

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
。「
彩
の
里
」
と
は
、

明
る
い
夢
に
彩
ら
れ
た
町
づ
く
り
と
彩
農
業

を
か
け
あ
わ
せ
て
い
ま
す
。

　
上
勝
町
の
自
慢
は
、
何
と
言
っ
て
も
元
気

な
高
齢
者
が
沢
山
い
る
事
で
す
。
彩
農
業
に

携
わ
る
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
棚
田
を
守
る

人
、
森
林
を
守
る
人
、
加
工
品
を
作
る
人
…

色
々
な
場
所
で
元
気
な
高
齢
者
が
明
る
く
力

強
く
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
素
敵

な
住
民
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
若
者
の
移
住
も

出
て
い
ま
す
。

　
工
房
で
は
不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
や
着

物
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
手
で
リ
メ
イ
ク

さ
れ
た
、
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
エ
コ
商
品
を
販

売
し
て
い
ま
す
。

　
月
ヶ
谷
温
泉
で
は
季
節
ご
と
の
期
間
限
定

メ
ニ
ュ
ー
や
薬
草
を
利
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

頂
け
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
全
天
候
型
で

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
楽
し
め
ま
す
。

野尻の棚田／上勝町で唯一、大きな空の下の両岸に棚田景観が広がっています。

八重地の棚田／「にほんの里 100 選」に
選定された八重地集落、曲線の原形を残
した圃場整備が行われています。

くるくる工房

いっきゅう茶屋／ 1階は新鮮な上勝野菜や加工品の直売所、2階
は食堂で、人気の「いっきゅう定食」は 400 円と安くて美味しい
メニューが揃っています。

月ヶ谷温泉

ひ
だ
ま
り
、
く
る
く
る
工
房

月
ヶ
谷
温
泉

月
の
宿
、月
ヶ
谷
温
泉
村
キ
ャ
ン
プ
場

上か
み 

勝か
つ 

町ち
ょ
う

い
っ
き
ゅ
う
と
彩
の
里
・
か
み
か
つ

彩
農
業
と
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
町

DATA

総 人 口 1,670 人
面　　積 109.68㎢
人口密度 15 人／㎢
町花＝りんどう
町木＝アララギ
町鳥＝キセキレイ

藍の花

三体の月
モチーフには上勝町特産品である「ゆこう」、徳島県の
特産品とされる「すだち」「柚」等の柑橘類を用いました。
町のシンボルカラーの赤、緑、黄をもって表現し、頭
にはシンボルマークとなった、ツキを呼ぶ「月」を象
徴的に表現しています。
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後
発
酵
茶
特
有
の
、
ほ
の
か
な
酸
味
が
爽

や
か
な
風
味
の
晩
茶
で
す
。

　
有
機
栽
培
さ
れ
た
、
ゆ
ず
・
ゆ
こ
う
・
す

だ
ち
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
、
何
に
で
も
良
く
合

う
〝
ぽ
ん
ず
〞で
す
。

　
す
だ
ち
味
と
、
ゆ
こ
う
味
の
二
種
類
。
有

機
栽
培
の
果
汁
を
寒
天
で
ぷ
る
る
ん
と
仕
上

げ
ま
し
た
。

　

上
勝
の
棚
田
米
と
湧
水
と
負
け
ん
気
で

こ
っ
し
ゃ
え
た
、
純
米
吟
醸
酒
と
米
焼
酎
で

す
。
す
っ
き
り
と
し
た
味
わ
い
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

田野々の棚田／アート作品「もくもくもく」から眺め
た風景。晩茶の生産も盛んで晩茶の天日干しが「かお
り風景 100 選」に選定されています。

有機ぽんずぷるるんじゅれ上勝の酒

上勝晩茶

上
勝
晩
茶

有
機
ぽ
ん
ず

ぷ
る
る
ん
じ
ゅ
れ

上
勝
の
酒

［　イベント情報　］

2月
　上勝着物の日
5月
　高丸山大祭
　彩恋鯉こいまつり
6月
　藤川ホタル村ほたる鑑賞会
7月
　上勝町夏まつり
11月
　温泉まつり
　棚田の音楽祭

　
町
内
に
点
在
す
る
美
し
い
棚
田
は
、
集

落
ご
と
に
全
く
違
う
形
状
で
と
て
も
見
応

え
が
あ
り
ま
す
。
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り

戻
せ
な
い
景
観
、環
境
を
守
っ
て
い
ま
す
。

　
棚
田
で
収
穫
さ
れ
た
も
の
を
原
料
に
使

い
沢
山
の
特
産
品
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

お問い合わせ
上勝町役場 産業課

☎ 0885-46-0111

HP http://www.kamikatsu.jp/

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
上
勝
町

長
年
の
生
活
の
営
み
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
美
し
い
景
観市宇の棚田／

「天上の楽園」と
呼ばれる市宇集
落。細く曲がりく
ねった道路を上っ
ていくと視界が広
がり壮大な景色が
現れます。
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徳
島
県
唯一の
村
と
な
っ
た
佐
那
河
内
村
。

過
疎
化
や
高
齢
化
と
い
う
荒
風
も
吹
い
て
い

ま
す
が
、里
山
の
豊
か
な
自
然
と
厚
い
人
情
を

し
っか
り
と
受
け
継
ぎ
、村
民一人
ひ
と
り
の
ふ

る
さ
と
への
思
い
が
絆
と
な
って
、今
、大
き
な

恵
風
を
吹
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
は
本
村
の
基
幹
産
業
で
す
。
中
山
間

地
を
利
用
し
た
果
樹
を
中
心
に
、
米
穀
・
蔬

菜
類
・
菌
茸
類
な
ど
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
佐
那
河
内
米
は
蜂
須
賀
公
に
献
上
さ
れ
た

ブ
ラ
ン
ド
米
。
本
村
の
棚
田
は
佐
那
河
内
の

原
風
景
で
あ
り
、
祖
先
の
汗
が
浸
み
こ
ん
だ

大
切
な
財
産
で
す
。

　
現
在
、
本
村
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
品
は

「
も
も
い
ち
ご
」。
平
成
四
年
か
ら
栽
培
が
始

ま
り
、
二
十
六
軒
の
農
家
の
み
が
出
荷
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
大
福
み
か
ん
、
大

川
原
高
原
ね
ぎ
、
達
磨
キ
ウ
イ
な
ど
が
ブ
ラ

ン
ド
品
と
し
て
育
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
農
家
の
減
少
や
高
齢
化
と
い
っ
た
喫

緊
の
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
農
産
物

の
生
産
、
加
工
、
流
通
、
販
売
を
一
体
的
に

行
う
六
次
産
業
化
を
推
進
し
、
農
業
の
振
興

に
努
め
ま
す
。

　
佐
那
河
内
村
の
古
地
名
は「
佐
那
縣
」「
狭

長
村
」
と
い
い
、
そ
の
歴
史
は
『
記
紀
』

に
描
か
れ
た
時
代
ま
で
遡
り
ま
す
。
通
称

根
郷
山
に
は
六
世
紀
頃
の
忌
部
型
古
墳
が

あ
り
ま
す
。

　
『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
天
孫
降
臨
の
あ
と

天
手
刀
雄
神
は
佐
那
縣
に
住
ま
わ
れ
た
と
あ

り
、
当
地
に
高
天
原
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
す
。

　
そ
ん
な
ロ
マ
ン
を
秘
め
た
神
社
が
天
岩

戸
別
神
社
で
、
祭
神
は
天
手
刀
雄
神
、
延

喜
式
内
小
社
の
御
間
都
比
古
神
社
の
祭
神

は
御
間
都
比
古
色
止
命
で
、「
長
国
」
の
祖

神
で
第
五
代
孝
昭
天
皇
を
祀
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、大
宮
八
幡
神
社
は
和
銅
元（
七
〇
八
）

年
に
宇
佐
八
幡
宮
の
神
霊
を
勧
請
し
た
神

社
で
す
が
、
遷
座
の
御
迎
使
は
「
佐
那
大

人
猪
飼
真
人
」
で
、「
真
人
」
と
は
、
八
色

の
姓
の
第
一
位
で
天
皇
家
及
び
そ
の
直
系

氏
族
に
与
え
ら
れ
る
姓
で
す
。
嵯
峨
天
一

行政の意志決定に住民が積極的に参加し、その経験や知恵をいかす仕組みとして
「村づくり住民会議」が立ち上がりました。

歴
史
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

魅
力
と
活
力
あ
る

村
づ
く
り
を

佐さ

那な

河ご

内う
ち

村そ
ん

ふ
る
さ
と 

さ
な
ご
う
ち

な
つ
か
し
い
風
景
に
出
合
え
る
場
所

DATA

総 人 口 2,422 人
面　　積 42.30㎢
人口密度 57 人／㎢
村花＝しゃくなげ　村木＝すだち
村鳥＝うぐいす
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神
社
の
神
事
「
御
供
握
り
」
は
、
今
も
氏

子
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

轆
轤
山
に
は
弘
法
大
師
の
伝
説
が
あ
り
、

旭
ヶ
丸
に
は
園
瀬
川
の
水
源
が
あ
り
、石
楠
花

の
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
徳
円
寺
が
あ
り
ま
す
。

　
大
川
原
高
原
に
は
約
三
万
本
の
紫
陽
花
が

咲
き
誇
り
、
十
五
基
の
風
車
が
、
恵
風
を
受

け
、
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
く
り
と
回
って
い
ま
す
。

　

年
々
増
え
続
け
る
ゴ
ミ
と
そ
の
処
理
経

費
。
佐
那
河
内
で
は
、
地
域
と
行
政
の
協
働

事
業
と
し
て
ゴ
ミ
の
分
別
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
分
別
活
動
を
通
じ
て
芽
生
え
た
環
境
意
識

は
、
新
し
い
村
づ
く
り
の
推
進
力
で
す
。

 　
本
村
で
は
、
ゴ
ミ
減
量
化
や
環
境
意
識

の
向
上
に
地
域
と
行
政
が
協
働
し
て
取
り
組

み
、
双
方
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
二
年
、
新
町
地
区
が
、
ゴ
ミ
分
別

の
先
進
地
・
上
勝
町
の
視
察
を
契
機
に
ゴ
ミ

分
別
活
動
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
議
論

を
重
ね
地
域
の
ル
ー
ル
を
決
め
、
コ
ン
テ
ナ

清流「嵯峨川」で川遊びする子どもたち

大川原高原の風車

大宮八幡神社

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

［　イベント情報　］

2月
　ふれあいまつり

8月
　納涼夏祭り

を
利
用
し
た
ゴ
ミ
分
別
収
集
は
、
次
第
に
他

の
地
区
に
広
が
り
、
住
民
主
導
の
ゴ
ミ
分
別

活
動
を
行
政
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
に
は
、
村
制
百
二
十
周
年

を
機
に
「
環
境
に
や
さ
し
い
村
宣
言
」
を
宣

言
し
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
に
は
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を

防
止
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
、
快
適
な
生
活

環
境
の
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
村
に
は
大
川
原

に
風
車
（
風
力
発
電
所
）
が
十
五
基
あ
り
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小・中
一
体
型
の
新
校
舎
屋
上
に
は
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
も
環
境
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

美
し
い
村
づ
く
り
を　
環
境
に
や
さ
し
い
村
の
創
造

お問い合わせ
佐那河内村役場 総務企画課

☎ 088-679-2113

HP http://www.vill.sanagochi.lg.jp/
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町
の
花
と
し
て
、
町
民
に
愛
さ
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
藤
の
花
。
Ｊ
Ｒ
石
井
駅
を
降
り

て
す
ぐ
、
小
路
を
少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
に
地

福
寺
は
あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
、
寛
政
年
間

（
一
七
九
〇
年
頃
）、
住
職
だ
っ
た
隆
淳
上
人

が
植
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
樹
齢
二
百
年

を
越
え
る
紫
藤
が
あ
り
ま
す
。
南
北
三
〇

メ
ー
ト
ル
・
東
西
六
メ
ー
ト
ル
の
藤
棚
は
、

見
ご
ろ
に
な
る
と
花
房
が
一
メ
ー
ト
ル
に
も

お
よ
び
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

る
藤
ま
つ
り
に
は
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が

県
内
外
か
ら
訪
れ
ま
す
。

　
石
井
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ふ
じ
っ

こ
ち
ゃ
ん
」
は
、
町
の
花
で
あ
る
藤
か
ら
生

ま
れ
た
妖
精
で
、
二
〇
一
一
年
三
月
十
八
日

に
誕
生
し
ま
し
た
。

　
藤
の
花
を
か
た
ど
っ
た
髪
型
と
、
ど
こ
に

で
も
飛
ん
で
い
け
る
羽
が
特
徴
で
、
妖
精
な

の
で
、
性
別
は
不
明
で
す
。
性
格
は
、
少
し

の
ん
び
り
屋
さ
ん
だ
け
ど
人
な
つ
っ
こ
く
て
、

誰
と
で
も
す
ぐ
友
達
に
な
れ
ま
す
。

　
石
井
町
Ｐ
Ｒ
大
使
と
し
て
、
町
内
外
の
観

光
イ
ベ
ン
ト
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
た
く

さ
ん
の
人
に
石
井
町
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め

に
今
日
も
活
動
中
で
す
。

地福寺・紫藤

徳蔵寺（左）や童学寺（右）の藤棚も見ごたえ有り！ぜひ藤めぐりを。 藤まつり期間中は、藤の盆栽品評会や写真撮
影会なども開催しています。

「ふじっこちゃん」は、
どこに行っても大人
気！

藤
か
ら
生
ま
れ
た
妖
精

石
井
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ふ
じ
っ
こ
ち
ゃ
ん

石い
し 

井い 

町ち
ょ
う

町
の
花
・
藤

藤
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

DATA

総 人 口 25,839 人
面　　積 28.83㎢
人口密度 896 人／㎢
町花＝藤　町木＝イチョウ
町鳥＝うぐいす

石井町商工会（藤の花）

☎ 088-674-1292

ふじっこちゃん
石井町イメージキャラクター
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吉
野
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
肥
沃
な
土
地

が
広
が
る
石
井
町
は
、
県
内
有
数
の
野
菜
の

生
産
地
で
す
。
町
内
に
四
つ
あ
る
常
設
の
農

産
物
直
売
所
で
は
、
た
く
さ
ん
の
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
が
所
せ
ま
し
と
並
び
、
い
つ
も
大

勢
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
コ
マ
ツ
ナ
と
い
っ

た
旬
の
野
菜
の
ほ
か
、
そ
こ
で
し
か
買
え
な

い
手
作
り
の
総
菜

や
お
菓
子
、
め
ん

つ
ゆ
な
ど
の
加
工

品
も
人
気
。
各
直

売
所
を
め
ぐ
り
、

そ
の
違
い
や
特
色

を
楽
し
む
の
が
お

勧
め
で
す
。

　
町
内
に
は
、
貴
重
な
文
化
財
や

史
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
童
学
寺
は
、
弘
法
大
師
が
幼
少

の
こ
ろ
学
問
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

て
お
り
、本
堂
の
裏
に
は
、庭
園「
逍

遥
園
」
が
あ
り
ま
す
。

　
田
中
家
住
宅
は
、
江
戸
時
代
以

前
か
ら
「
阿
波

藍
」が
作
ら
れ
、

寛
永
年
間
か
ら

続
く
藍
の
豪
商

の
住
宅
で
す
。

石井町で育った季節の恵みいっぱいの野菜は甘くておいしいと評判です。町内はもちろん
町外からのリピーターも多数。

田中家住宅
（国指定重要文化財）

童学寺

［　イベント情報　］

1月
　成人式
　消防出初式
2月
　少年団体駅伝大会
3月
　町民マラソン・ウォーク大会
　いしい健康ウォーキング大会
4月
　桜まつり
5月
　藤まつり
8月
　石井町ふじっこちゃん夏まつり
9月
　敬老会
10月
　ボランティアフェスティバル
11月
　高川原勇獅子
　文化祭
　健康まつり
　農産物品評会
　文化財ウォーキング
12月
　石井町総ぐるみ人権啓発
　研修大会
　冬のイルミネーション

石井町役場 いきいき農業振興課（農産物直売所）

☎ 088-674-1118

石
井
の
農
産
物
直
売
所

吉
野
川
に
育
ま
れ
た
お
い
し
い
が
い
っ
ぱ
い
！

文
化
と
歴
史
の
ま
ち

石
井
の
ま
ほ
ろ
ば
を
訪
ね
て

お問い合わせ
石井町役場 わくわく観光情報課

☎ 088-674-1137

HP http://www.town.ishii.lg.jp/
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線
か
ら
面
へと
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
住
民

が
誇
れ
る
「
日
本
一
美
し
い
ま
ち
」
へ
、
住

民
の
手
に
よ
り
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
阿
川
28
歩
の
会
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
り

製
作
さ
れ
る
案
山
子
は
、
町
内
主
要
な
道
路

沿
い
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
桜
の
時
期
に

は
、「
木
に
登
っ
た
『
花
咲
じ
い
さ
ん
』」、

神
山
温
泉
に
は
「
浴
衣
を
着
て
川
辺
で
く
つ

ろ
ぐ
温
泉
客
」
な
ど
、
季
節
ご
と
に
服
装
や

動
作
な
ど
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
道
行
く
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
案
山
子

が
身
に
着
け
て
い
る
衣
装
は
町
民
か
ら
集
め

ら
れ
た
も
の
。
穏
や
か
な
表
情
、
等
身
大
、

ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う
な
動
き
が
特
徴
の

神
山
町
の
案
山
子
は
、
道
案
内
や
お
出
迎
え

を
し
て
皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ど

ん
な
案
山
子
に
出
会
え
る
か
は
、
来
て
の
お

楽
し
み
で
す
。

　
神
山
町
に
は
国
・
県
道
を
中
心
に
五
千
本

余
り
の
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
神
山
さ
く
ら
会
が
十
五
年

以
上
か
け
て
植
栽
し
た
も
の
で
、
育
苗
か
ら

下
草
刈
り
、
枝
打
ち
ま
で
を
地
域
ぐ
る
み
で

行
い
、
町
内
全
体
に
癒
し
も
て
な
し
の
気
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
植
栽
し
て
い
る
桜
は
「
神
山
枝
垂
れ
さ
く

ら
」
と
「
神
山
桜
（
八
重
桜
）」
の
二
品
種
。

桜
は
毎
年
大
き
く
成
長
し
、
点
か
ら
線
へ
、

神山温泉

神山さくら街道

神か
み 

山や
ま 

町ち
ょ
う

枝
垂
れ
さ
く
ら
と

日
本
一
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

元
気
が
キ
ラ
リ 

咲
き
誇
る

DATA

総 人 口 5,637 人
面　　積 173.31㎢
人口密度 33 人／㎢
町花＝梅　町木＝杉
町鳥＝ヤマドリ

案か

か

し
山
子
で
故
郷
を
元
気
に
！ かんたくん、あゆちゃん

神山町のイメージキャラクター。
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移
住
し
て
も
働
く
場
所
が
な
い
。
過
疎
地

域
で
は
そ
う
い
う
悩
み
が
当
た
り
前
で
す

が
、
神
山
町
へ
移
住
し
た
方
の
多
く
は
仕
事

を
作
っ
て
い
ま
す
。
飲
食
店
な
ど
を
開
い
た

三
店
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か

け
に
、
働
き
方
と
生
き
方
の
バ

ラ
ン
ス
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
、
危
機
管
理
な
ど
を
見
直
し

た
と
き
、
都
会
で
働
く
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
た
個
人
や
企
業

が
、
神
山
町
に
次
々
と
オ
フ
ィ

ス
を
構
え
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

が
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

始
ま
り
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ

リ
ー
ン
バ
レ
ー
が
移
住
交
流

事
業
の
一
環
と
し
て
手
が
け

た
事
業
で
す
。
神
山
町
に
は
豊

か
な
自
然
、
人
の
優
し
さ
、
抜

群
の
Ｉ
Ｔ
環
境
が
あ
り
、
そ
れ

ら
を
う
ま
く
絡
み
合
わ
せ
、
企

業
の
生
産
性
向
上
は
も
と
よ

り
、
働
く
人
の
豊
か
な
生
活
を
両
立
さ
せ
て

い
ま
す
。

都
会
の
企
業
が
古
民
家
に

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

日
本
の
田
舎
を
ス
テ
キ
に
変
え
る
！

お問い合わせ
神山町役場 産業建設課

☎ 088-676-1118

HP http://www.town.kamiyama.lg.jp/

移
住
者
が
開
い
た
お
店
紹
介

［　イベント情報　］

1月
　腰の宮神社えびす祭り
2月
　襖からくり冬の夕暮れ鑑賞会
3月
　阿川梅の里梅まつり
　江田菜の花まつり
　明王寺しだれ桜まつり
4月
　鬼籠野桜まつり
　森林公園桜まつり
　もり植物園レンギョウ祭り
　鮎喰川あめごまつり
　小野さくら野舞台人形浄瑠璃
5月
　岳人の森シャクナゲまつり
　森林公園みどりの感謝祭
　神山温泉まつり
6月
　漬け梅講習会
7月
　下分七夕まつり
　カブトムシ採集体験
8月
　各地区夏祭り
　焼山寺こもり法要
9月
　天王山奉納花火大会
10月
　神山アーティスト・イン・
　レジデンス展覧会
11月
　大久保の里いちょうまつり
　森林公園紅葉祭り
　神山マラソン
12月
　道の駅まつり
　鬼籠野灯りのオブジェ

薪ぱん／石窯も手作り、燃料の薪も自分たちの手で。そこまで苦労してもやはり「薪
で焼いたパンのおいしさ」は譲れないのだそうです。

粟カフェ／一番人気の「古代米キーマカレー」は、
玄米に赤米と黒米を混ぜて炊いたご飯にかけてコク
のある仕上がりに。その秘密は、隠し味に梅ペース
トを使っているのだとか。

cafe ELEVEN ／「シェアレストラン」という珍しい形態でオープンしたイ
タリアンのお店。食材はなるべく地元産の旬が楽しめる週替わりメニュー。
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那
賀
町
は
、
平
成

十
七
年
三
月
に
五
ヶ
町

村
が
合
併
し
て
生
ま
れ

た
新
し
い
町
で
す
。

　
那
賀
町
は
山
間
地
域
に
あ
り
、
そ
の
地
域

性
か
ら
生
ま
れ
た
伝
統
技
術
（
太
布
織
、
拝

宮
和
紙
等
）、
ま
た
気
候
を
生
か
し
た
産
業

（
木
頭
ゆ
ず
、
相
生
茶
等
）
が
発
達
し
ま
し

た
。
清
流
那
賀
川
の
源
流
の
町
と
し
て
、
先

人
か
ら
遺
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
宝
を
、
ま
ち

の
人
々
は
の
ん
び
り
と
大
切
に
守
って
い
ま
す
。

　
那
賀
町
に
は
、
多
種

多
様
な
地
質
の
山
が
あ

る
こ
と
も
あ
り
、
珍
し

い
希
少
植
物
が
数
多
く

生
息
し
て
い
ま
す
。
花
好
き
な
方
に
は
た
ま

ら
な
い
、
花
を
め
ぐ
る
登
山
ガ
イ
ド
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

　
四
季
美
谷
温
泉
主
催
の
登
山
ガ
イ
ド
。
年

間
を
通
じ
て
、
四
季
美
谷
温
泉
名
物
支
配
人

が
山
を
案
内
し
て
く
れ
ま
す
。

木頭ゆず／県下一の生産量と高品質を誇る木頭ゆずは、
全国へも販路を広げ、町の大きな夢を背負っています。

農村舞台／現在、町
内で 6箇所の農村舞
台において、人形浄
瑠璃等の公演が行わ
れています。

太布織／紙の原料の
楮を使った織物で、
全国で唯一残ってい
る伝統工芸。

清流那賀川の川魚を
求め、夏には多くの
釣り人が訪れます。

吹筒花火／伝統技術である吹筒
花火の出来を競う大会が毎年開
催されています。

拝宮和紙／古くから伝わる和紙
製造技術。見学・体験もできます。

相生茶／新茶摘みのようす。爽やかで健康にもよい相生晩茶は、
昔から広く愛飲され、主要産業となっています。

フクジュソウ（木沢・木頭地区）／絶滅危惧
種。2月頃から山々に可憐な花を咲かせます。

木
沢
の
山
と
花
と
温
泉
シ
リ
ー
ズ

那な 

賀か 

町ち
ょ
う

な
か
は 

な
か
な
か

い
い
い
な
か

DATA

総 人 口 8,708 人
面　　積 694.86㎢
人口密度 13 人／㎢

太布庵

☎ 0884-68-2386（火曜のみ）

ササユリ（右下・木沢地
区）／絶滅危惧種。 6月頃
甘い香りを漂わせ、桃色の
花を咲かせます。

ナカガワノギク（左下・
鷲敷地区）／絶滅危惧種。
中秋から那賀川の河岸に
白い花を咲かせます。

四季美谷温泉

☎ 0884-65-2116

ゆずばあちゃん
那賀町のイメージキャラクター。

那賀町の

暮
くらし

那賀町の

花
はな
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毎
夏
、
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
丸
太
一
本
に
乗
っ
て
川
を
下
る
と
い
う

全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。
ラ
イ
セ
ン

ス
が
取
得
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
話
の
ネ
タ

に
と
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加
者
が
あ

り
ま
す
。

　

毎
年
八
月
十
三
日
に
大
塚
製
薬
徳
島
ワ

ジ
キ
工
場
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
て
開
催
さ
れ

て
い
る
野
外
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
。
旬
な

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
訪
れ
、
し
か
も
無
料

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
毎
年
県
内
外
か
ら

多
く
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
す
。

歩危峡／木頭地区。高知県へ向かう 195 号線沿いから那賀川源流
を望む雄大な景色。

高城山ファガスの森／木沢地区。冬期には白銀の樹氷を楽し
むことができます。毎年「樹氷まつり」も開催。

高の瀬峡／木頭地区。滝が多く見られる木沢・木頭地区の渓
谷には、紅葉時期に県内外より多くの観光客が訪れます。

［　イベント情報　］

2月
　樹氷まつり
4月
　わじき七福神めぐり
　新四国八十八箇所水崎廻り
　美那川キャンプ村まつり
5月
　つるぎトレイルランニングレース
7月
　アユ解禁
　各地区夏祭り（～8月）
8月
　木頭杉一本乗り大会
　Exciting Summer in Wajiki
10月
　ナカまつり（～11月）
12月
　風車イルミネーション

　
那
賀
町
は
、
総
面
積
の
う
ち
九
五
％
が
山

林
に
覆
わ
れ
、
古
く
か
ら
林
業
も
発
達
し
、

木
頭
杉
一
本
乗
り
大
会
な
ど
の
珍
し
い
イ
ベ

ン
ト
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
四
季
を
通
じ
、
山
々
は
様
々
な
色
で
私
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
大
き
な

観
光
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
都
会
に
は
な

い
色
を
探
し
に
、
那
賀
町
へ
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

お問い合わせ
那賀町役場 商工地籍課

☎ 0884-62-1198

☎ 0884-62-1121（那賀町役場代表）

HP http://www.town.tokushima-naka.lg.jp/

エキサイティング・サマー・

　　　　　イン・ワジキ実行委員会

☎ 0884-62-1121（那賀町役場）

9：00～17：00（土日祝除く）

木頭杉一本乗り大会実行委員会

☎ 0884-68-2311（那賀町役場木頭支所）
8：30～17：00（土日祝除く）

色
と
り
ど
り
の

季
節
の

う
つ
ろ
い

太 龍 寺 ロ ー プ
ウェイ／鷲敷地
区。1年を通じ多
くのお遍路さん
が訪れます。

拝宮谷／上那賀地区。珍しい多くの奇岩が見
られます。

那賀町の

遊
あそび

那賀町の

山
しぜん

木頭杉一本乗り大会
日本で唯一！ 夏の珍イベント

Exciting Summer in Wajiki
芝生の上で行われる 音楽の祭典
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資
料
館
」
と
地
元
の
海
や
川
に
す
む
生
物

約
百
種
を
展
示
す
る
「
漁
師
さ
ん
の
水
族

館
」
が
あ
り
ま
す
。
生
物
の
ほ
と
ん
ど
は

地
元
の
漁
師
さ
ん
が
捕
ま
え
た
も
の
。
自

慢
の
海
を
そ
の
ま
ま
ギ
ュ
ッ
と
水
槽
に
詰

め
込
ん
だ
、
そ
ん
な
水
族
館
で
す
。

【
施
設
案
内
】

開
館
日
／
毎
週
火
曜
日
〜
日
曜
日

開
館
時
間
／
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

入
場
料
／
小
中
学
生
三
〇
〇
円
・
高
校
生

以
上
四
〇
〇
円

　

太
平
洋
が
眼
下
に
広
が
る
海
岸
に
、

ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
木
造
施
設
「
モ
ラ

ス
コ
む
ぎ
」
が
あ
り
ま
す
。
国
の
指
定
を

受
け
た
モ
デ
ル
木
造
施
設
と
し
て
昭
和

六
十
三
年
に
建
設
さ
れ
、
展
示
ホ
ー
ル
に

は
、
世
界
中
か
ら
集
め
た
貝
や
化
石
の
標

本
約
二
千
種
六
千
点
を
所
蔵
す
る
「
貝
の

巻貝をデザインした管理棟と 2枚貝をデザインした展示ホールに分かれています。

牟む 

岐ぎ 

町ち
ょ
う

モ
ラ
ス
コ
む
ぎ

貝
の
資
料
館
＆
漁
師
さ
ん
の
水
族
館

DATA

総 人 口 4,486 人
面　　積 56.57㎢
人口密度 79 人／㎢
町花＝はまゆう
町鳥＝メジロ
町木＝ニッポンタチバナ

モ
ラ
ス
コ
む
ぎ
は

海
へ
の
入
り
口
。

あ
な
た
を
未
知
の
世
界
へ
招
待

い
た
し
ま
す
。

漁師さんの水族館／地元漁師さんが捕獲した海中生
物を中心に 45 台の水槽でじっくりと観察できます。

千年サンゴ

モラスコむぎ

☎ 0884-72-2520
徳島県海部郡牟岐町大字灘字下浜辺 198-1

千
年
サ
ン
ゴ
（
コ
ブ
ハ
マ
サ
ン
ゴ
）

千
年
サ
ン
ゴ
と
魚
影
が
自
慢
の
海
！

　
牟
岐
町
沖
、
黒
潮
の
恵
み
を
受
け
る
こ
の

地
域
は
「
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
」
に
指

定
さ
れ
、
温
帯
や
亜
熱
帯
の
生
物
、
色
鮮
や

か
な
サ
ン
ゴ
た
ち
が
入
り
混
じ
り
海
を
飾
っ

て
い
ま
す
。
中
で
も
千
年
近
く
成
長
し
つ
づ

け
て
い
る
ハ
マ
サ
ン
ゴ
は
、
高
さ
約
九
メ
ー

ト
ル
、
周
囲
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
世
界
で
も

最
大
級
と
い
わ
れ
、
牟
岐
の
海
の
豊
か
さ
を

象
徴
し
て
い
ま
す
。
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牟
岐
漁
港
か
ら
南
三・
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
周
囲
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
小
さ
な
島
で
す
。
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
や
ハマユ
ウ

な
ど
の
亜
熱
帯
植
物
が
生
息
し
て
お
り
、
昭

和
の
空
気
が
感
じ
ら
れ
る
町
並
み
は
、
ど
こ
か

昔
懐
か
し
い
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

お問い合わせ
牟岐町役場 総務課

☎ 0884-72-3411

HP http://www.town.tokushima-mugi.lg.jp/

牟岐町役場 産業建設課

（観光・イベントについて）

☎ 0884-72-3420

［　イベント情報　］

5月
　アワビまつり

7月
　姫神まつり

8月
　阿波踊り競演会

出羽島アート展 2013 の作品

島に咲くハイビスカス（左上）／ミセ造りのある家並（右上）／大生丸から見た出羽島（下）

クラブノアむぎ（サンゴツアー）

☎ 0884-74-0100
徳島県海部郡牟岐町大字灘字下浜辺 198-1

HP http://www.tk2.nmt.ne.jp/̃noah2000/

出
羽
島
・
牟
岐
ア
ー
ト
展

二
〇
一
四

出
羽
島

昭
和
へ
の
時
間
旅
行
が
楽
し
め
る
レ
ト
ロ
な
島

出羽島連絡船

☎ 0884-72-2360
徳島県海部郡牟岐町大字中村字本村 5-7

出羽島連絡事業有限会社

■ 出羽島連絡船（大生丸）時刻表
1 2 3 4 5 6

牟岐港発 07：00 08：20 11：00 13：30 16：00 17：20
出羽島港発 06：30 07：25 09：00 12：20 15：00 16：35

ご注意：悪天候や港への自然ごみの流出等により欠航する場合があります。

　
平
成
二
十
六
年
二
月
に
開
催
予
定
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
三
十
名
の
作
品
三
百
点
余
り
の
現
代

ア
ー
ト
作
品
が
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
漁

村
空
家
十
五
軒
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
出
羽
島
ア
ー
ト
展
二
〇
一三
に
は

一万
五
百
六
十
八
人
が
来
島
し
ま
し
た
。
今
回

は
水
中
ア
ー
ト
や
体
験
で
き
る
ア
ー
ト
が
あ
り

ま
す
。
ア
ー
ト
を
見
な
が
ら
、
自
然
に
海
塩

粒
子
を
受
け
て
気
功
療
法
に
も
な
り
ま
す
。

■ 連絡船案内
牟岐港～出羽島港
運行時間／約 15 分　定員／ 70 名
料金／
大人 1名　片道 220円
（ただし、8月1日から9月30日までは230円）
小人 1名　片道 110円
（ただし、8月1日から9月30日までは120円）
団体割引／ 15 名様より 1割引 ■ ツアー紹介

サンゴのダイビングツアー（クラブノアむぎ）

〈オフシーズン（11月1日～ 6月30日） 〉
ガイド付きダイビング料金
1ボート 9,000円／2ボート 11,900円／3ボート 17,900円（ランチ付）
〈オンシーズン〉ガイド付きダイビング料金
1ボート 9,000円／2ボート 13,500円／3ボート 18,900円（ランチ付）
上記に加えて燃油サーチャージ 100 円×ボート本数
※上記パック料金はダイビングライセンス（Ｃカード）保有者の料金とさせ
ていただきます。
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醫
王
山
無
量
寿
院
薬
王
寺
は
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
第
二
十
三
番
霊
場
で
あ
り
、
弘

法
大
師
厄
除
根
本
御
祈
願
所
と
し
て
全
国
に

そ
の
名
を
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
西
日
本
で
も
屈
指
の
水
質
を
誇
る
海
水
浴

場
で
「
快
水
浴
場
百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い

ま
す
。
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
の
期
間
は

Ｊ
Ｒ
田
井
ノ
浜
駅
が
臨
時
開
設
さ
れ
ま
す
。

列
車
を
降
り
れ
ば
目
の
前
が
海
水
浴
場
と
い

う
便
利
さ
も
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
浜
海
岸
の
す
ぐ
前
に
、
世
界
で
も
珍
し

い
う
み
が
め
博
物
館
〝
カ
レ
ッ
タ
〞が
あ
り

ま
す
。カ
レ
ッ
タ
と
は
赤
海
亀
の
学
名
で
す
。

一
階
に
は
、
世
界
の
海
亀
の
は
く
製
や
亀
の

進
化
の
過
程
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
生
き
た
海
亀
の
生
態
が

観
測
で
き
る
水
槽
も
あ
り
ま
す
。
二
階
で
は

う
み
が
め
ク
イ
ズ
や
一
二
〇
イ
ン
チ
の
ハ
イ

ビ
ジ
ョ
ン
シ
ア
タ
ー
に
よ
り
海
亀
の
学
習
が

で
き
ま
す
。
屋
外
に
は
飼
育
プ
ー
ル
や
人
工

ふ
化
場
が
あ
り
、
子
ガ
メ
の
人
工
ふ
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

薬王寺と田井ノ浜海水浴場

日和佐うみがめ博物館カレッタ

薬
王
寺

田
井
ノ
浜
海
水
浴
場

日
和
佐
う
み
が
め
博
物
館

カ
レ
ッ
タ

美み 

波な
み 

町ち
ょ
う

美
し
い
波
の
く
る
町

こ
こ
は
貴
方
の
故
郷

癒
し
の
空
間
見
つ
け
に
お
い
で

DATA

総 人 口 7,344 人
面　　積 140.85㎢
人口密度 52 人／㎢
町花＝サクラ　町木＝ウバメガシ
町鳥＝イワツバメ

かめたろう
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慶
応
四
年
、
榎
本
武
揚
が
駆
る
幕
府
海
軍

旗
艦
「
開
陽
丸
」
と
東
郷
平
八
郎
の
乗
船
す

る
薩
摩
軍
艦
「
春
日
丸
」
に
よ
る
日
本
史
上

初
、
洋
式
軍
艦
同
士
の
近
代
的
海
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
両
艦
が
発
射
し
た
弾
数
は
実
に

四
十
三
発
に
及
び
ま
し
た
が
、
唯
一
の
命
中

弾
と
な
っ
た
の
が
東
郷
平
八
郎
の
放
っ
た
一

弾
だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
史

実
を
史
跡
公
園
が
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

美
波
町
の
大
浜
海
岸
に
は
、
毎
年
平
均

七
〇
頭
の
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
し
ま
す
。

美
波
町
で
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
始
ま
っ
た

日
和
佐
中
学
校
に
於
け
る
海
亀
研
究
に
端
を

発
し
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
保
護
研
究
及
び
規

制
に
町
ぐ
る
み
で
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

ウミガメの産卵

海戦小公園

日和佐の八幡神社秋祭り

赤松の吹筒花火

阿
波
沖
海
戦

大
浜
海
岸
の
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
奉
納
花
火
、
神
社
境

内
で
地
区
ご
と
に
奉
納
さ
れ
る
花
火
は
大
迫

力
。幻
想
的
な
神
社
の
雰
囲
気
も
魅
力
で
す
。

　
二
百
年
以
上
の
歴
史
あ
る
「
太
鼓
台
」八
台

が
大
浜
海
岸
へ
繰
り
出
す
県
下
最
大
規
模
の

勇
壮
な
秋
祭
り
で
す
。五
十
人
に
担
が
れ
た
太

鼓
台
が
海
に
飛
び
込
む
光
景
は
必
見
で
す
。

赤
松
の
吹
筒
花
火

日
和
佐
八
幡
神
社
秋
祭
り

歴
史
と
伝
統
を
次
世
代
に

お問い合わせ
美波町役場 総務課

☎ 0884-77-1111

HP http://www.town.minami.tokushima.jp/

［　イベント情報　］

1月
　ひわさ冬まつり
　薬王寺初詣
2月
　薬王寺初会式
4月
　桜街道・夢マラソン
　さくらまつり
5月
　カレッタこどもの日
　特別イベント
　ウミガメ保護規制スタート
　（5/20～8/20）

6月
　田井ノ浜海開き
7月
　日和佐うみがめまつり
　ひわさうみがめトライアスロン
8月
　日和佐川・川遊び
　芸題踊り
　ふるさと由岐まつり
9月
　由岐の連続秋まつり
10月
　日和佐八幡神社秋祭り
　赤松吹筒花火
　由岐伊勢エビ祭り
12月
　100万人のキャンドルナイト
　in美波
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緑
濃
き
山
々
の
水
を
集
め
、
清
い
流
れ

は
人
々
の
暮
ら
し
に
恵
み
と
潤
い
を
与
え

な
が
ら
黒
潮
豊
か
な
太
平
洋
に
注
ぎ
込
み

ま
す
。
徳
島
県
最
南
端
の
ま
ち
海
陽
町
の

中
心
を
流
れ
る
海
部
川
は
、
多
様
な
生
き

物
が
共
存
す
る
豊
富
な
生
態
系
と
美
し
い

自
然
環
境
を
保
ち
続
け
る
究
極
の
清
流
で

す
。
そ
の
水
質
は
折
り
紙
つ
き
で
厚
労
省

指
定
の
飲
料
水
と
し
て
の
条
件
を
満
た
す

ほ
ど
美
し
く
、
平
成
の
名
水
百
選
に
も
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
海
部
川
清
流
保
全
条

例
の
も
と
、
町
の
宝
・
海
部
川
を
次
代
に

つ
な
ぐ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

清流

轟九十九滝／日本の滝百選の轟
の滝。上流に大小様々な滝が連
なり、轟九十九滝と総称されま
す。マイナスイオンいっぱいの
癒しの散策コースとして人気で
です。

鮎釣り／海部川の鮎を求め県内外
から多くの太公望が訪れます。上
流部ではアメゴもよく釣れ、まさ
に川魚の宝庫です。

サーフポイント／河口は「カイフポイント」と呼ば
れる有名なサーフィンスポット。北側には白砂青松
百選の大里松原が広がっています。

母川ホタル／海部川の支流・母川はオオウナギとゲンジボタルの生息地。
6月初旬には高瀬舟が運航しています。幻想的なホタルの乱舞をゆっくり
と楽しめます。

徳島・海陽究極の清流風流（ふる）マラソン／各地か
ら参加したランナーが、美しい自然とおいしい空
気を満喫して快走します。

海か
い 

陽よ
う 

町ち
ょ
う

究
極
の
清
流　

海
部
川

透
明
度
抜
群
、
水
道
水
よ
り
お
い
し
い
水

DATA

総 人 口 9,805 人
面　　積 327.58㎢
人口密度 30 人／㎢
町花＝さつき
町木＝松

藍の花

海陽町役場

☎ 0884-73-1234

ふるるんくん
徳島・海陽究極の清流海部川風流マラソン大会キャラ
クター。
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竹ヶ島海中公園／エダミドリイシサ
ンゴと熱帯魚

海中観光船／竹ケ島を約 45 分で 1 周する海中観光船「ブルー
マリン号」。入り江や島々が点在する変化に富んだ海の景色を堪
能できます。

シーカヤック／シーカヤックで大海原に漕ぎ出しましょう。初
心者や家族連れも安心して楽しめます。

船内／ブルーマリンの船底展望室には大きなガラス窓があり、
サンゴや色とりどりの熱帯魚を間近で見ることができます。

水床湾／永年の波涛の浸食と風化作用によってできた奇岩や大
小の小島が点在する水床湾です。

［　イベント情報　］

1月
　左義長
2月
　徳島・海陽究極の清流海部川
　風流マラソン
6月
　竹ヶ島神社夏祭り
　母川ほたる週間
7月
　宍喰祇園祭り
　大砂海水浴場海開き
8月
　浅川港祭り
　宍喰港祭り
9月
　宍喰八幡神社秋祭り
10月
　伊勢エビ祭り
　湊柱神社赤ちゃんの土俵入り
　大里八幡神社秋祭り

11月
　轟秋祭り

　
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
の
真
ん
中
に
位

置
す
る
水
床
湾
。
リ
ア
ス
式
海
岸
の
美
し
い

海
に
、
大
小
様
々
な
島
や
奇
岩
が
点
在
す
る

海
陽
町
の
景
勝
地
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ
の
中

で
ひ
と
き
わ
緑
濃
い
竹
ケ
島
周
辺
は
サ
ン
ゴ

の
群
生
や
熱
帯
魚
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が

観
測
さ
れ
、
海
中
公
園
と
し
て
環
境
省
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。「
南
海
の
宝
石
」
と

称
さ
れ
る
竹
ケ

島
海
中
公
園
を

楽
し
む
に
は
、

海
中
観
光
船
や

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

が
お
す
す
め
。

新
鮮
な
海
の
幸

も
豊
富
で
、
休

日
を
満
喫
で
き

る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
。

お問い合わせ
海陽町役場 総務課

☎ 0884-73-1234

HP http://www.town.kaiyo.lg.jp/

竹
ケ
島
海
中
公
園

海
陽
の
海
は
宝
石
箱

マリンジャム

☎ 0884-76-1401
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松
茂
町
は
空
と
陸
の
交
流
拠
点
を
持
つ
徳

島
県
の
玄
関
口
で
す
。

　
徳
島
県
の
空
の
玄
関
で
あ
る
徳
島
阿
波
お

ど
り
空
港
は
、
松
茂
町
の
面
積
の
十
三
％
を

占
め
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
年
間

約
八
十
三
万
人
の
乗
客
を
運
び
多
様
な
交
流

の
拠
点
と
し
て
町
の
飛
躍
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
陸
の
玄
関
、
徳
島
と
く
と
く
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
は
、
県
内
各
地
の
物
産
、
特
産
品

な
ど
の
お
土
産
を
揃
え
賑
わ
い
を
見
せ
て
お

り
、
長
距
離
バ
ス
の
停
留
所
が
隣
接
し
本
州

方
面
へ
の
乗
客
が
多
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
四
国
横
断
自
動
車
道
に
（
仮
称
）
松
茂
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
設
置
（
平
成
二
十
六
年
度
供

用
開
始
予
定
）
を
進
め
て
お
り
、
四
国
横
断

自
動
車
道
が
県
道
徳
島
空
港
線
を
介
し
て
徳

島
阿
波
お
ど
り
空
港
と
直
結
し
、
空
港
へ
の

ア
ク
セ
ス
向
上
や
津
波
災
害
時
等
に
よ
る
避

難・復
旧
支
援
の
物
資
輸
送
路
の
確
保
な
ど
、

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
「
水
と
た
た
か
う
松
茂
の
人
々
」
を
テ
ー

マ
に
、
松
茂
町
の
歴
史
・
文
化
を
、
古
文
書

や
民
具
、
解
説
映
像
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
阿

波
人
形
浄
瑠
璃
芝
居
」
に
関
連
す
る
貴
重
資

料
（
木
偶
人
形
や
美
術
品
）
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
毎
月
第
三
土
曜
日
に
は
、
十
四
時
か

ら
人
形
芝
居
の
無
料
公
演
も
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

joruri.jp

）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

徳島阿波おどり空港徳島とくとくターミナル

松ま
つ 

茂し
げ 

町ち
ょ
う

徳
島
県
の
玄
関
口

空
と
海
が
輝
く

緑
の
臨
空
都
市
を
め
ざ
し
て

DATA

総 人 口 15,279 人
面　　積 13.94㎢
人口密度 1,096 人／㎢
町花＝松葉菊
町木＝クロマツ

マッピー

まつぼっくん

松
茂
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・

人
形
浄
瑠
璃
芝
居
資
料
館

松茂町歴史民俗資料館・

人形浄瑠璃芝居資料館

☎ 088-699-5995
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月
見
ケ
丘
海
浜
公
園
は
月
を
モ
チ
ー
フ
と

し
て
整
備
さ
れ
、
月
に
ち
な
ん
だ
名
前
の
施

設
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
昼
間
は
ス
ポ
ー
ツ
や

散
策
に
、
夜
は
お
月
見
や
コ
テ
ー
ジ
で
の
滞

在
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
お
楽
し
み
い
た
だ

け
ま
す
。

　
海
浜
公
園
の
南
側
ビ
ー
チ
で
は
海
水
浴
場

が
開
か
れ
ま
す
（
七
月
中
旬
か
ら
八
月
中

旬
）。
交
通
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
加
え
、

砂
浜
か
ら
は
飛
行
機
の
離
発
着
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

月
見
ケ
丘
海
浜
公
園
・

月
見
ケ
丘
海
水
浴
場
・

月
見
ケ
丘
テ
ン
ト
村

　
松
茂
町
で
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て
い
る
農
産

物
と
い
え
ば
、
さ
つ
ま
い
も
「
松
茂
美
人
」

と
日
本
梨
「
阿
波
お
ど
梨
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
松
茂
美
人
」
は
、
全
国
的
に
有
名
な
鳴

門
金
時
の
中
で
も
松
茂
町
で
栽
培
さ
れ
る
も

の
に
限
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
名
称
で
す
。
生

の
果
肉
は
ク
リ
ー
ム
色
を
し
て
お
り
粉
質

で
、
こ
れ
を
焼
く
な
ど
加
熱
す
る
と
黄
金
色

に
な
り
、
ホ
ク
ホ
ク
と
し
た
甘
い
芋
に
仕
上

が
り
ま
す
。
ま
た
、
果
皮
は
全
体
に
ム
ラ
の

な
い
色
鮮
や
か
な
紅
色
を
し
て
お
り
非
常
に

美
し
く
、
こ
れ
が
「
松
茂
美
人
」
の
名
前
の

由
来
で
す
。
四
国
一
円
は
も
と
よ
り
、
広
く

京
阪
神
・
東
京
・
名
古
屋
な
ど
の
市
場
へ
運

ば
れ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
加
工
品
と
し
て
「
芋
焼
酎　
松
茂

美
人
」や「
き
ん
と
き
か
ん　
月
見
か
咲
き
」

が
あ
り
ま
す
。

　
「
阿
波
お
ど
梨
」
は
、
松
茂
町
で
収
穫
さ

れ
る
幸
水
梨
及
び
豊
水
梨
の
ブ
ラ
ン
ド
名
で

す
。
幸
水
梨
は
、
酸
味
が
少
な
く
糖
度
が
高

い
品
種
で
、
果
肉
は
柔
ら
か
く
果
汁
も
豊
富

で
す
。
他
方
、
豊
水
梨
は
、
幸
水
梨
よ
り
や

や
大
き
め
で
、
果
汁
が
多
く
、
程
よ
い
酸
味

と
濃
厚
な
甘
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
食
べ
応

え
の
あ
る
品
種
で
す
。

　
農
産
物
で
は
他
に
れ
ん
こ
ん
と
大
根
が
あ

り
、
松
茂
町
の
れ
ん
こ
ん
は
通
気
性
の
良
い

土
壌
で
育
ち
、
色
白
で
歯
ざ
わ
り
が
よ
い
と

好
評
で
す
。
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
蓮

の
花
が
咲
き
、
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
砂
地
で
育
っ
た
大
根
は
、
柔
ら
か
な
食
感

で
冬
の
季
節
野
菜
と
し
て
煮
物
な
ど
に
最
適

で
す
。

　
ま
た
、
海
産
物
で
は
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
と

の
り
が
あ
り
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
は
松
茂
の

き
れ
い
な
海
で
獲
れ
た
片
口
鰯
の
稚
魚
を
煮

て
干
し
て
お
り
、
白
く
品
質
が
良
い
こ
と
か

ら「
太
白
ち
り
め
ん
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

の
り
は
同
じ
く
松
茂
の
き
れ
い
な
海
で
養
殖

さ
れ
て
い
て
、
味
・
香
り
・
歯
ざ
わ
り
ど
れ

を
と
っ
て
も
一
級
品
で
す
。

1松茂美人／2阿波おど梨／3れんこん
4のり／5ちりめんじゃこ

全
国
へ
羽
ば
た
け
松
茂
の
特
産
物

お問い合わせ
松茂町役場 企画財政課

☎ 088-699-8711

HP http://www.town.matsushige.tokushima.jp

［　イベント情報　］

7月
　月見ヶ丘海水浴場オープン
　（7月上旬～8月上旬）

　

9月
　スカイフェスタ松茂

1

5

3 4

2

月見ヶ丘海浜公園

HP http://www.tsukimigaoka.com/
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さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
毎
年
十
月
に
北

島
北
公
園
多
目
的
広
場
に
て
北
島
町
民
運
動

会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
に
手
を
引
か
れ
、
お
か
し
を
両
手
に
抱
え

て
ほ
ほ
え
む
幼
児
競
争
、
息
の
あ
っ
た
な
わ

と
び
、
小
学
生
に
よ
る
リ
レ
ー
、
婦
人
会
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
綱
引
き
、
紅
白
ま
り
入

れ
、百
足
競
争
、地
区
別
対
抗
年
齢
別
リ
レ
ー

な
ど
白
熱
の
競
争
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
す
。

け
、協
働
の
公
園
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

四
月
の
開
園
期
間
中
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
直

売
、
野
点
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
毎
年
四
月
、
北
島
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
一
、八
一
七
平
方
メ
ー
ト
ル
の
農
地
に

六
〇
品
種
四
万
五
千
本
の
色
と
り
ど
り
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
き
揃
い
ま
す
。
こ
の
公

園
は
、
住
民
や
各
種
団
体
の
協
力
に
よ
っ
て

毎
年
十
一
月
に
球
根
を
植
え
付
け
、
翌
年
春

の
開
花
期
に
一
般
公
開
し
て
い
る
も
の
で
、

多
く
の
人
が
ふ
れ
あ
う
憩
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
園
内
は
、
球
根
の
植
え
付
け

か
ら
堀
り
取
り
ま
で
体
験
で
き
る
区
画
を
設

北島チューリップと風車

北き
た 

島じ
ま 

町ち
ょ
う

北
島
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園

田
園
都
市
に
広
が
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑

DATA

総 人 口 22,071 人
面　　積 8.77㎢
人口密度 2517 人／㎢
町花＝菊
町木＝もくせい

北
島
町
民
運
動
会

きゅうちゃん（左）、ふうちゃん（真ん中）、
りっぷちゃん（右）

北島町 生活産業課（チューリップ公園）

☎ 088-698-9806
徳島県板野郡北島町中村字上地 23-1

北島町 教育委員会（北島町民運動会）

☎ 088-698-9812
徳島県板野郡北島町中村字上地 23-1
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ジ
ャ
ー
面
で
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
、
県
内

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
県
外
広
域
エ
リ
ア
か
ら

訪
れ
て
く
る
人
の
姿
は
絶
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

　
北
島
町
は
、
徳
島
県
東
部
を
穏
や
か
に
流

れ
る
旧
吉
野
川
と
今
切
川
な
ど
に
囲
ま
れ
た

下
流
域
の
町
。こ
の
環
境
を
利
用
し
た
、人
々

が
水
や
自
然
と
触
れ
合
う
ス
ペ
ー
ス
と
休
憩

施
設
が
平
成
二
十
二
年
度
に
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
エ
リ
ア
は
、
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
と
し
て
楽
し
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
レ

　
特
徴
の
一
つ
は
世
界
各
地
か

ら
収
集
し
た
外
国
絵
本
の
多
さ

で
、
そ
の
数
は
八
〇
〇
点
以
上

に
の
ぼ
り
ま
す
。
ま
た
、
名
作

や
童
話
、
漫
画
な
ど
挿
絵
付
き

の
点
字
資
料
も
豊
富
で
七
四
五

点
が
あ
り
ま
す
。
創
世
ホ
ー
ル

で
は
年
間
を
通
し
て
数
々
の
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
、
発
表
会
、
講

演
会
等
個
性
的
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
島
町
立
図
書
館
・
創
世
ホ
ー
ル

人
と
文
化
を
つ
な
ぐ
ひ
ら
か
れ
た
複
合
施
設

お問い合わせ
北島町役場 総務課

☎ 088-698-9801

HP http://www.town.kitajima.lg.jp/

［　イベント情報　］

1月
　北島町成人式
　北島町少年少女駅伝大会
2月
　北島町生涯学習成果発表会
　北島町マラソン大会
4月
　チューリップフェア
5月
　町内一斉清掃
6月
　北島町卓球大会
　菊苗無料配布
7月
　北島町ソフトボール大会
8月
　ひょうたん夏祭り
　北島町一般男女別バレー
　ボール大会
10月
　北島町民運動会
　北島町文化祭
11月
　菊花展

12月
　北島町カローリング大会

水
辺
プ
ラ
ザ

河
川
の
流
れ
が
は
ぐ
く
む

癒
し
の
空
間

北島町立図書館・創世ホール

☎ 088-698-1100
徳島県板野郡北島町新喜来字南古田 91

北島町 建設課／北島町 生活産業課（水辺プラザ）

☎ 088-698-9808（建設課）／088-698-9806（生活産業課）
徳島県板野郡北島町中村字上地 23-1
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平
成
六
年
か
ら

始
ま
っ
た
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
徳

島
の
歴
史
に
新
た

な
一
ペ
ー
ジ
が
加

わ
り
ま
し
た
。
大

き
な
濠
や
庭
園

跡
、
礎
石
建
物
跡

の
発
見
、そ
し
て
、

大
量
の
遺
物
の
出

土
。
そ
の
中
に
は

稀
少
な
陶
磁
器
な

ど
が
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
勝
瑞
城
館
跡
は
戦
国
時
代
に

阿
波
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
三
好
氏
の
城
館

跡
で
あ
る
と
し
て
平
成
十
三
年
一
月
二
十
九

日
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
阿
波
が
輝
き
を
放
っ
た
当
時
の

様
子
が
次
々
と
ひ
も
解
か
れ
て
お
り
、
勝
瑞

城
館
跡
は
徳
島
県
を
代
表
す
る
戦
国
時
代
の

遺
跡
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
園
内
に
は
、
約
二
七
〇
種
類
、
一
、〇
〇
〇

株
の
バ
ラ
が
植
え
ら
れ
お
り
、
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
バ
ラ
園
は
色
鮮
や
か
な
花
々
と
豊
潤

な
香
り
に
包
ま
れ
ま
す
。
見
ご
ろ
に
合
わ

せ
、
春
（
五
月
上
中
旬
）
と
秋
（
十
月
中
下

旬
）
の
年
二
回
、
バ
ラ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
春
と
秋
そ
れ
ぞ

れ
に
特
徴
が
あ
り
、
春

は
花
数
が
多
く
様
々

な
品
種
を
見
比
べ
る

こ
と
が
で
き
、
秋
は
春

に
比
べ
て
花
数
は
少

な
い
も
の
の
、
香
り
が

豊
か
で
色
鮮
や
か
な

バ
ラ
が
咲
き
ま
す
。
ま

た
、
園
内
に
は
バ
ラ
の

ア
ー
チ
が
あ
り
、
バ
ラ

を
見
上
げ
て
の
散
策

は
幻
想
的
で
す
。

藍住町が史跡公園として整備し、出土品なども展示しています。

勝瑞城館跡を再現したＣＧイメージ（ＣＧ制作：中野真弘氏）

藍
住
町
バ
ラ
園

咲
き
香
る
詩
的
な
空
間

藍あ
い 

住ず
み 

町ち
ょ
う

国
指
定
史
跡
「
勝
瑞
城
館
跡
」

戦
国
浪
漫　

〜
勝
瑞
探
訪
〜

DATA

総 人 口 34,055 人
面　　積 16.27㎢
人口密度 2,093 人／㎢
町花＝菊
町木＝樟

バラの豊潤な香りと美しい色彩に心が癒されます。

藍住町 経済産業課

（バラ園）

☎ 088-637-3120

藍住町 教育委員会

（勝瑞城館跡）

☎ 088-637-3128
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平
成
二
十
一
年
十
月
、
名
田
橋
近
く
の
吉

野
川
河
川
敷
運
動
公
園
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
吉
野
川
を
背
景
に

風
を
感
じ
な
が
ら
プ
レ
ー
で
き
ま
す
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
用
具
の
貸
出
し
も
行
っ
て

お
り
、
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
誰
で
も
気

軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ボ
ー
ル
が

飛
び
上
が
る
こ
と
も
な
く
安
全
で
、
家
族
三

世
代
で
の
プ
レ
ー
も
可
能
。
ま
た
国
際
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
協
会
認
定
コ
ー
ス
が
三
コ
ー
ス

二
十
七
ホ
ー
ル
あ
り
、
県
内
屈
指
の
本
格
的

な
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
す
。

　
本
町
は
町
名
に
あ
る
「
藍
」
の
一
文
字
が
示
す
と
お
り
、
江
戸
時
代

か
ら
明
治
三
十
年
代
ま
で
阿
波
藍
の
一
大
産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
藍
住
町
歴
史
館
「
藍
の
館
」
は
、
昭
和
六
十
二
年
に
大
藍

商
で
あ
っ
た
奥
村
武
夫
氏
か
ら
旧
屋
敷
や
文
書
な
ど
を
寄
贈
さ
れ
た
の

を
機
に
、全
国
で
も
珍
し
い
藍
の
専
門
資
料
館
と
し
て
平
成
元
年
八
月
に
開
館
し
ま
し
た
。
現
在
、

藍
な
ど
の
天
然
染
料
が
見
直
さ
れ
て
い
る
中
で
、
藍
染
め
体
験
や
民
族
資
料
の
見
学
が
で
き
、
地

元
は
も
ち
ろ
ん
全
国
的
に
も
人
気
が
高
い
施
設
で
す
。

藍
住
町
吉
野
川
河
川
敷
運
動
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

打
っ
て
、
歩
い
て
楽
し
く
健
康

藍
住
町
歴
史
館
「
藍
の
館
」

来
て
、
見
て
、
ai
の
あ
る
町　

あ
い
ず
み

お問い合わせ
藍住町役場 企画政策課

☎ 088-637-3124

HP http://www.town.aizumi.tokushima.jp/

奥村氏から寄贈された旧屋敷。室内の様子を見学することも可能で
す。

手軽にできる藍染め体験は人気のひとつ。

家族（3 世代）でプ
レーすることも可能で
す。

［　イベント情報　］

３月
　勝瑞城シンポジウム
５月
　バラまつり（上中旬）

７月
　あいずみ商工会納涼祭（下旬）

10月
　バラまつり（中下旬）

藍住町吉野川河川敷運動公園

パークゴルフ場

☎ 088-693-1020

藍住町歴史館「藍の館」

☎ 088-692-6317

29―徳島 16 町村情報誌



　
平
成
十
四
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
あ

せ
び
温
泉
の
源
泉
水
は
、
大
坂
甚
左

原
の
地
下
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
自

噴
す
る
温
度
二
〇・
七
度
の
ア
ル
カ

リ
性
で
温
泉
法
第
二
条
（
イ
オ
ウ
成

分
）
に
該
当
す
る
泉
質
で
す
。
周
辺

の
歴
史
や
四
季
折
々
の
借
景
を
楽
し

み
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
あ
せ
び
温
泉
と

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
結
ば
れ
た
文
化
交
流
館
は
、

会
合
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
研
修
室
を
備

え
て
お
り
、
活
動
の
拠
点
と
し
て
様
々
な
催

し
に
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
板
野
町
の
特
産
品
「
れ
ん
こ
ん
」
を
使
っ
て

作
ら
れ
た
ク
ッ
キ
ー
で
す
。
町
内
団
体
「
板
野

町
ふ
る
さ
と
味
づ
く
り
研
究
会
」
に
よ
っ
て
製

造
・
発
売
さ
れ
て
お
り
、
れ
ん
こ
ん
の
食
感
が

大
好
評
で
す
。

自然に囲まれたあせび温泉には露天風呂やサウナもあり、町内外から年間 15 万人以上のお客様にご利用いただいています。

お肌をつるつるにしてくれるアルカリ性イオウ鉱泉質のお湯にゆっくり
つかって身も心もリフレッシュ！

板い
た 

野の 

町ち
ょ
う

あ
せ
び
温
泉
や
す
ら
ぎ
の
郷

お
肌
つ
る
つ
る
温
泉
三
昧
！

DATA

総 人 口 13,847 人
面　　積 36.18㎢
人口密度 383 人／㎢
町花＝桜（そめいよしの）
町木＝あせび

あせびちゃん、弁慶くん
あせび温泉のマスコットキャラクター。

スライスして揚げたれんこんを乗せただけでなく、新鮮なれんこんを
たっぷり生地に練り込んだ、とても美味しいクッキーです。

れ
ん
こ
ん
ク
ッ
キ
ー

繊
維
た
っ
ぷ
り
！ 

て
ま
ひ
ま
か
け
た
手
作
り
ク
ッ
キ
ー

あせび温泉やすらぎの郷

☎ 088-672-1126
徳島県板野郡板野町大坂字

椋木原 30 番地 1

彩りの舘

☎ 088-672-5445
徳島県板野郡板野町犬伏
字平山4番地6-1
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科
学
を
遊
ぼ
う
。
自
然
を
学
ぼ
う
。
を
テ
ー

マ
に
、
様
々
な
遊
具
や
子
ど
も
科
学
館
・
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
備
え
た
、
県
立
の
総
合
公

園
で
す
。

　
あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島
で
は
、
常
設
展
示
だ

け
で
な
く
、
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

や
体
験
教
室
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
板
野
町
商
工
会
青
年
部
・
板
野
町
認
定
農
業

者
の
メ
ン
バ
ー
が
板
野
町
を
盛
り
上
げ
る
べ

く
、
板
野
町
の
名
産
品
で
あ
る
「
漬
物
」
を
自

分
た
ち
の
手
で
開
発
し
ま
し
た
。

きゅうりの苗植え、収穫、製造加工、販売全てを自分
たちの手で行っています。

つ
け
も
の
侍
い
た
の
す
け

あ
す
た
む
ら
ん
ど
徳
島

水
と
緑
と
光
の
交
流
拠
点

お問い合わせ
板野町役場 総務課

☎ 088-672-5980

HP http://www.town.itano.tokushima.jp/

ぴょん太くん
健康の館のマスコット
キャラクター。

［　イベント情報　］

2月

　いたの童謡とわらべ歌の
　つどい

7月

　いたの子どもフェスティバル
　（H25のみ）

9月

　いたの子どもフェスティバル

11月

　あさんウォーキング
　フェスタ in いたの（第二日曜日）

徳島県立あすたむらんど

☎ 088-672-7111
徳島県板野郡板野町那東字

キビガ谷45番地22

板野町商工会

☎ 088-672-0443
徳島県板野郡板野町大寺
字露ノ口55-2

板野町認定農業者連絡協議会

（板野町 産業課）

☎ 088-672-5994
徳島県板野郡板野町吹田字町南22-2

あすたむくん
あすたむらんどの
マスコットキャラ
クター。
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大
河
・
吉
野
川
と
阿
讃
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
豊
か
な
自
然
を
有
し
、
年
間
を
通
じ
て
比

較
的
温
暖
な
気
候
に
も
恵
ま
れ
た
町
で
米
の

生
産
を
主
軸
に
、
畜
産
、
果
樹
、
園
芸
の
農

業
が
主
体
の
町
で
す
。

　
町
内
に
は
数
多
く
の
文
化
遺
産
が
あ
り
、

平
安
時
代
に
建
立
さ
れ
た
「
大
山
寺
」
と
そ

こ
で
四
百
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
力

餅
」、
四
国
八
十
八
ケ
所
霊
場
第
六
番
札
所

「
安
楽
寺
」
な
ど
に
は
、
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
藩
政
時
代
に
は
、「
阿
波
藍
」
や
「
阿
波

和
三
盆
糖
」
の
産
地
と
し
て
、
全
国
に
そ
の

名
を
と
ど
ろ
か
せ
ま
し
た
。

　
上
板
町
で
の
果
樹
栽
培
は
百
年
以
上
の
歴

史
が
あ
り
、特
に
桃
と
柿
は「
大
山
の
桃
」「
大

山
の
柿
」
と
し
て
有
名
で
特
産
品
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
九
月
下
旬
か
ら
出
荷
さ
れ
る
「
刀
根
早
生

（
と
ね
わ
せ
）」
か
ら
始
ま
り
、
選
果
場
で
渋

抜
き
を
す
る
「
平
核
無
」、
甘
柿
の
中
で
も

代
表
的
な
品
種
で
柿
の
王
様
と
呼
ば
れ
る

「
富
有
（
ふ
ゆ
う
）」「
次
郎
」、
干
し
柿
な
ど

に
用
い
ら
れ
る
「
大
和
柿
」、
な
ど
多
種
多

様
な
柿
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
上
板
町
の
大
山
地
区
は
阿
讃
山
脈
の
南

に
位
置
し
、
年
間
降
水
量
が
少
な
く
、
日

照
時
間
が
長
い
瀬
戸
内
気
候
に
属
し
て
い

ま
す
。
桃
の
原
産
地
は
中
国
黄
河
上
流
域

と
言
わ
れ
乾
燥
に
強
い
性
質
を
持
っ
て
お

り
、上
板
の
気
候
風
土
が
甘
い「
大
山
の
桃
」

を
育
て
て
い
ま
す
。

上板町　技の館

吉野川　第十樋門

大山の柿大山の桃

大
山
の
柿

大
山
の
桃

上か
み 

板い
た 

町ち
ょ
う

フ
ル
ー
ツ
と
ロ
マ
ン
の
里

か
み
い
た

DATA

総 人 口 12,383 人
面　　積 34.51㎢
人口密度 359 人／㎢
町花＝藍の花
町木＝イチョウ

藍の花
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安
永
五
年
、
今
か
ら
二
百
年
も
前
に
始

ま
っ
た
砂
糖
づ
く
り
の
歴
史
を
、
当
時
の

ま
ま
の
製
法
と
味
で
伝
え
て
い
ま
す
。
手

作
り
に
こ
だ
わ
り
、
和
三
盆
こ
そ
内
外
い

ず
れ
の
砂
糖
に
比
べ
て
も
絶
対
最
高
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
強
い
自
信
と
誇
り
を
持

つ
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
今
も
伝
統
の
暖
簾

は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

樹
高
お
よ
そ
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢

九
百
年
以
上
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
十
九
年
に
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。
昔
か
ら
矢
上
の
大
樟
と
称
せ

ら
れ
た
大
樹
で
、
こ
の
両
樹
の
先
端
部
分

に
旗
を
立
て
、
各
種
の
合
図
や
目
標
に
利

用
さ
れ
た
も
の
で
す
。

乳保神社の大イチョウ

阿
波
和
三
盆
の
里

乳
保
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ

［　イベント情報　］

1月
　大山寺 力もち
4月
　桜まつり

8月
　安楽寺（六番札所）盆祭り
11月
　上板町文化祭
12月
　上板町人権フェスティバル

　
阿
波
の
藍
づ
く
り
は
藩
政
時
代
か
ら
明
治

に
か
け
て
全
国
的
に
名
声
を
馳
せ
ま
し
た
。一

時
は
時
代
の
進
展
と
と
も
に
衰
退
し
ま
し
た

が
、
そ
の
深
い
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ブ
ル
ー
の
美
し
さ
と

風
合
い
が
再
び
評
価
さ
れ
は
じ
め
、
現
在
は

お
み
や
げ
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
上
板
町
の
日
本一の
藍
染
体
験
施
設
で
世

界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

な
ん
に
も
な
い 

ほ
な
け
ん
ど 

な
ん
か
が
あ
る

阿
波
藍

お問い合わせ
上板町役場 総務課

☎ 088-694-6801

HP http://www.townkamiita.jp/
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つ
る
ぎ
町
は
、
剣
山
系
の
山
々
に
囲
ま
れ

た
巨
樹
の
里
。
巨
樹
・
巨
木
と
言
わ
れ
る
大

き
な
木
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
一
の

赤
羽
根
大
師
の
エ
ノ
キ
（
国
指

定
天
然
記
念
物
）
を
は
じ
め
、

四
国
一
の
奥
大
野
の
ア
カ
マ

ツ
・
桑
平
の
ト
チ
ノ
キ
な
ど
、

約
一
〇
〇
本
も
の
巨
樹
が
地
域

住
民
の
温
か
な
手
に
よ
っ
て
守

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
釜
・
鳴
滝
と
い
っ

た
名
瀑
も
見
応
え
が
あ
り
、
特
に
鳴
滝
は
三

段
に
連
な
っ
て
流
れ
落
ち
る
落
差
八
五
メ
ー

ト
ル
の
県
下
一
の
高
さ
を
誇
り
ま
す
。

　
全
国
で
も
珍
し
い
二
層
う
だ
つ
、
軒
や
前

面
に
家
ご
と
の
異
な
る
美
し
い
装
飾
が
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

日本一の赤羽根大師のエノキ（国指定天然記念物）

四国一の奥大野のアカマツ

県下一の高さを誇る鳴滝川の流れに洗われ浸食されて出来た土釜

二
層
う
だ
つ
の
町
並
み

小
路
の
む
こ
う
か
ら

懐
か
し
い
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

つ 

る 

ぎ 

町ち
ょ
う

巨
樹
王
国

巨
樹
の
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
と
魅
力

DATA

総 人 口 9,768 人
面　　積 194.80㎢
人口密度 50 人／㎢
町花＝水仙　町木＝エノキ
町鳥＝ヤマガラ

つるぎ巨樹組
左からエノキじいさん、アカマツ親分、トチノキ姫。

全国的にも珍しい二層うだつの町並み毎年二層うだつの町並みで阿波踊り大
会が開催され、踊り天国となります。
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や
や
太
め
で
コ
シ
が
強
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
阿
波
の
特
産
品
と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
で
す
。

地
元
の
人
々
の
自
然
を
愛
す
る
心
か
ら
う
ま

れ
た
、
千
本
桜
の
自
然
公
園
で
す
。

半田そうめんの庭干し

毎年 4月の第一日曜
日に桜フェスティ
バルが開催され、
町内外からも多く
の方が訪れ賑わい
を見せます。

傾斜 35 度のワイドすべ
り台や全長 109 ｍのロー
ラーすべり台など、たく
さんの遊具があります。

於
安
パ
ー
ク

子
ど
も
が
遊
べ
る
桜
の
名
所
公
園

道の駅貞光ゆうゆう館で食べることができ
ます。

半
田
そ
う
め
ん　
コ
シ
の
強
さ
に
の
ど
が
鳴
る

お問い合わせ
つるぎ町役場 企画課

☎ 0883-62-3111

HP http://www.town.tokushima-tsurugi.lg.jp/

［　イベント情報　］

1月
　天の岩戸神楽（1日御前零時）
　祇園祭
　十六地蔵尊供養
3月
　アメゴ釣り解禁
4月
　桜フェスティバル
　（於安パーク・4月の第一日曜日）
　桃花遊々
　お花見
　（お天王さん、江ノ脇農村公園、於
安パーク、御所平公園、ゆうゆう
館前桜づつみ公園）

　剣山お山開き（4月29日）
6月
　アユ釣り解禁
7月
　貞光ぎおん夏まつり花火大会
　すいかコンクール
　剣山夏まつり
　朝顔まつり
　土々呂の滝まつり
8月
　阿波踊り大会
　一宇ふる里まつり
　踊り念仏
　繰り上げ音頭と廻り踊り大会
　（8月～9月 町内各地域）

9月
　月花遊々
10月
　つるぎ町民体育祭
　社会福祉大会
　半田そうめん祭り
　紅葉狩り
　秋祭（10月～11月）
　菊花展（10月下旬～11月上旬）
12月
　年越しそば（松尾神社ほか）

やや太めでコシが強い、半田そうめん
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徳
島
県
自
動
車
道
と
一
般
道
の
ど
ち
ら

か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可
能
で
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
を
併
設
す
る
な
ど
交
通
の
便
も
よ
く
、

入
浴
施
設
「
美
濃
田
の
湯
」
や
物
産
館
、

地
元
新
鮮
野
菜
を
販
売
す
る
直
産
市
、
キ
ャ

ン
プ
場
や
遊
覧
船
、
鮎
や
メ
ダ
カ
が
生
活

す
る
小
川
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
な
ど
を

揃
え
、
四
国
徳
島
の
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設

と
し
て
年
間
百
万
人
を
超
す
人
々
が
利
用

さ
れ
ま
す
。

　

中
で
も
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
る
、

徳
島
の
郷
土
芸
能
「
阿
波
踊
り
」
の
無
料

定
期
公
演
は
人
気
で
、
目
の
前
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
乱
舞
は
訪
れ
る
人
々
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
美
濃
田
の
淵
宿
泊
施
設
を
利
用

さ
れ
る
お
客
様
に
、予
約
制
（
有
料
）
に
て
、

徳
島
県
西
部
阿
波
踊
り
協
会
所
属
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
楽
し
く
短
期
指
導
を
行

い
ま
す
。

　
蛍
で
も
有
名
な
増
川
地
区
の
木
造
校
舎
を

改
築
し
た
施
設
で
、
そ
ば
づ
く
り
や
稲
刈
り

な
ど
の
農
林
業
体
験
が
楽
し
め
ま
す
。

【
施
設
案
内
】

休
耕
（
校
）
／
冬
季
十
二
月
〜
二
月

体
験
料
／
そ
ば
打
ち
・
う
ど
ん
打
ち
、こ
ん

に
ゃ
く
・だ
ん
ご
・
漬
物
・豆
腐
づ
く

り
な
ど

一
人　
一
、五
〇
〇
円
〜

そ
の
他
、山
菜
採
り
、た
け
の
こ
堀
り
、

炭
焼
き
等
の
農
林
業
体
験
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。

希
望
日
の
一
週
間
前
に
は
、
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

バ
ン
ガ
ロ
ー
宿
泊
料
／
一
棟
一
日

一
万
円

共
同
炊
事
場
使
用
料
／
一
区
画

一
回
五
〇
〇
円

地元阿波踊り連 6連の合同による阿波踊り無料公演の様子（吉野川ハイウェイオアシス）

四季折々の美しい自然と神秘的な奇岩、怪岩が出迎える美濃田
の淵を遊覧する様子

い
や
し
の
里 

増
川
笑
楽
耕

ゆ
〜
っ
く
り
、
の
〜
ん
び
り
、

お
手
軽
「
い
な
か
体
験
」

東ひ
が
し

み
よ
し
町ち

ょ
う

吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス

自
然
満
喫
‼
家
族
で
楽
し
め
る
Ｓ
Ａ

DATA

総 人 口 14,667 人
面　　積 122.55㎢
人口密度 120 人／㎢
町花＝サルビア　町木＝クス

いやしの里「増川笑楽耕」

☎ 0883-79-5582
徳島県三好郡東みよし町東山

字増川 264-2（管理人：藤本）

吉野川ハイウェイオアシス

☎ 0883-79-5858
徳島県三好郡東みよし町

足代 1650
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加
茂
の
大
ク
ス
の
地
元
に
は
、
大
ク
ス
の
世

話
や
子
ど
も
達
の
た
め
に
夏
祭
り
を
主
催
し

て
い
る
「
古
川
若
手
会
」
組
織
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
古
川
若
手
会
が
、
大
ク
ス
袂
の
空
き

家
を
借
り
、都
市
住
民
や
大
学
生
と
の
交
流
、

住
民
同
士
の
憩
い
の
場
を
更
に
推
進
す
る
目

的
で
空
き
家
の
改
修
を
行
い
、
お
お
く
す
ハ

ウ
ス
に
し
ま
し
た
。

　

吉
野
川
を
見
下
ろ
す
風
光
明
媚
な
山
中

の
、
東
山
字
法
市
の
舟
渡
神
社
境
内
に
は
、

大
変
希
少
な
人
形
浄
瑠
璃
舞
台
が
あ
り
ま

す
。
取
り
外
し
可
能
な
床
板
の
下
の
地
面
は

下
駄
を
履
い
た
人
形
遣
い
が
自
由
に
動
き
回

れ
る
船
底
使
用
の
三
和
土（
た
た
き
）に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
毎
年
十
月
に
は
「
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
」
や

「
三
番
叟
ま
わ
し
」
な
ど
が
演
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
金
丸
八
幡
神
社
（
中
庄
地
区
）
の
宵
宮
神

事
は
秋
祭
り
の
前
夜
十
月
十
四
日
午
後
七
時

頃
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。
ま
ず
拝
殿
の
前
に

一
本
の
長
い
青
竹
を
渡
し
、
こ
れ
に
「
オ
ン

ジ
ヤ
ク
」（
円
型
の
御
魂
代
）
を
下
げ
ま
す
。

庭
で
は
火
（
庭
橙
）
を
た
い
て
そ
の
あ
か
り

で
神
が
「
オ
ン
ジ
ヤ
ク
」
に
天
下
る
の
を
迎

え
る
と
い
う
降
神
の
行
事
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
秋
祭
り
が
残
っ
て
い
る
の
は
徳

島
県
下
で
も
珍
し
く
、
昭
和
三
十
年
五
月
六

日
徳
島
県
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
樹
齢
千
年
余
り
と
い
わ
れ
る
ク
ス
の
巨
樹
。

加
茂
古
川
、
旧
若
宮
神
社
の
社
地
跡
に
ど
っ

し
り
と
根
を
下
ろ
し
、
源
平
の
時
代
か
ら
我

が
町
の
歴
史
と
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
有
数
の
巨
木
と
し
て
国
の
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
所
在
地
】

東
み
よ
し
町
加
茂
一
四
八
二
番
地

　おおくすハウスの一階玄関付近には、町
の魅力を情報発信するため、各種パンフレッ
トの提供や大クスの落ち葉で作ったお守り、
絵はがき、煎餅、お守り豆下駄などを土日
限定（10 時～ 17 時）で販売しています。

千年もの間、落雷や暴風に耐え強い生命力で今なお、成長し続
ける大クス。根本の周囲は 23.35m もあり、天に向かってゆった
りと広げた枝は、東西に 52m、南北に 42mにも及びます。

加
茂
の
大
ク
ス

神
が
宿
る
木

法
市
農
村
舞
台

希
少
な
人
形
浄
瑠
璃
舞
台

金
丸
八
幡
神
社
の
宵
宮
神
事

古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る

伝
統
文
化

お
お
く
す
ハ
ウ
ス

独
創
的
で
賑
わ
い
の
あ
る

交
流
拠
点
基
地

お問い合わせ
東みよし町役場 企画課

☎ 0883-82-6302

HP http://www.town.higashimiyoshi.lg.jp/

［　イベント情報　］

3月
　創業祭
　（吉野川ハイウェイオアシス）
4月
　桜まつり
　（吉野川ハイウェイオアシス）
　出雲神社春祭り
5月
　GWイベント
　（吉野川ハイウェイオアシス）
6月
　増川ホタルまつり
8月
　大楠まつり
　東みよしFESTA
　阿波おどりお盆特別公演
　（吉野川ハイウェイオアシス）
　足代八幡神社納涼月見祭
10月
　法市農村舞台公演
　金丸八幡神社宵宮神事
　お客様ふれあいキャンペーン
　（吉野川ハイウェイオアシス）
　吉野川ハイウェイオアシスまつり
11月
　東山鷲羽神社獅子舞
　出雲神社秋祭
4月~10月
　阿波おどり
　（吉野川ハイウェイオアシス）

東みよし町教育委員会生涯学習課

（法市農村舞台、金丸八幡神社の宵宮神事）

☎ 0883-79-3217

東みよし町産業課

（大クス、おおくすハウス）

☎ 0883-79-5345
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